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実証的研究を通じて見た歴史地理学的地域とその変貌

|
|
和
歌
山
県
海
南
市
旦
来
部
落
の
場
合
を
通
じ
て

l
l

池

浦

正

春

Iま

治主

し

き

小
論
で
は
近
畿
先
進
地
方
に
普
通
に
見
ら
れ
る
過
小
農
農
村
と
い
う
環
境
の
下
に
変
貌
を
遂
げ
て
き
た
和
歌
山
県
海
草
郡
亀
川
村

E
来

(
ア
ッ
ソ
)
部
落
(
最
近
合
併
さ
れ
て
海
南
市
且
来
と
な
る
)
を
地
域
変
貌
の
一
類
型
と
し
て
歴
史
地
理
学
的
に
分
析
す
る
こ
と
を
通
じ

歴
史
地
理
学
に
お
け
る
地
域
と
は
ど
ん
な
も
の
か
、
又
そ
の
変
貌
の
も
つ
意
義
に
つ
い
て
筆
者
の
さ
さ
や
か
な
私
見
を
述
べ
る
こ
と
が
目

的
で
あ
る
。
旦
来
部
落
に
主
体
を
お
い
た
が
、
対
比
の
必
要
、
資
料
の
欠
を
補
う
必
要
か
ら
近
接
の
小
野
田
部
落
に
言
及
す
る
個
所
も
あ

る
が
予
め
翻
了
承
を
乞
う
。
一
、
自
然
と
耕
地
と
戸
口

極
限
さ
れ
た
自
然
的
基
礎

旦
来
部
落
は
海
南
市
街
地
域
よ
り
四
粁
、
低
い
丘
陵
性
の
古
生
層
山
塊
を
介
し
て
そ
の
北
側
に
横
た
わ
る

79 

南
北

0
・
五

t
一
粁
弱
、
東
西
四
粁
余
の
小
谷
底
平
野
の
中
央
に
立
地
す
る
。
こ
の
狭
小
な
谷
は
亀
川
の
小
海
湾
に
堆
積
し
た
洪
積
扇
状
地

面
で
被
覆
さ
れ
る
。
南
北
を
古
生
層
の
丘
陵
性
山
塊
に
限
ら
れ
た
自
然
的
条
件
か
ら
三
百
数
十
年
間
わ
ず
か
に
二
%
弱
の
増
加
に
過
ぎ
な
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近世における耕地増加

旦 来 村 野 田 村

石高l田畑面積l増加指 石高(田畑面積l増加指数
114石9.46 

反
105石3.28 658反.324 慶長6(1600) (718.720) 100 100.0 

元禄10(1697) 1053.96 100.0 

文政(1819) 1169.76 (733.100) 101. 7 1073.51 101. 9 

明治2(1819) 1169.76 733.100 101.7 

明f台8(1875) 733.100 101. 7 

現在 701. 00 99.0 

第一表

い
固
定
し
た
生
産
の
場
を
基
盤
と
し
て
そ
の
集
落
史
を
展
開
し
て
い
る
。
(
第
一
表
)

谷
奥
部
に
立
地
す
る
小
野
田
部
落
に
比
較
す
れ
ば
旦
来
部
落
は
古
来
古
熊
野
街
道

(
小
栗
街
道
)
に
沿
い
城
下
和
歌
山
に
よ
り
近
い
と
い
う
交
通
地
理
的
条
件
が
集
落
の

性
格
を
根
本
的
に
相
違
さ
せ
て
い
る
。

耕
地
と
戸
口

戸
口
動
態
に
つ
い
て
は
旦
来
部
落
は
史
料
的
に
文
政
以
前
に
逆
上

り
得
な
い
の
で
、
史
料
を
現
存
す
る
小
野
田
部
落
の
傾
向
か
ら
類
推
す
る
こ
と
と
し

て
第
二
表
を
作
製
し
た
。
小
野
田
部
落
で
は
近
世
前
期
の
緩
慢
な
増
加
(
増
加
率
年

当

O
、
一
四
%
)
と
、
後
期
の
停
滞
状
態
が
対
照
を
な
し
い
る
。
旦
来
部
落
の
場
合

も
こ
れ
と
略
同
様
な
動
態
を
示
し
た
も
の
と
す
れ
ば
、
文
政
期
の
戸
数
(
続
紀
伊
風

土
記
所
載
)

一
五
一
戸
は
明
治
二
年
の
農
家
数
一
四
五
戸
(
明
治
二
年
大
差
出
帳
控

所
載
)
や
壬
申
戸
籍
の
二
二
五
戸
か
ら
推
し
て
農
家
数
と
考
え
ら
れ
る
。

明
治
五

年
の
壬
申
戸
籍
の
戸
数
の
内
訳
は
、
帰
農
式
士
二
八
戸
を
考
慮
外
と
し
て
も
雑
業
者
(

三
三
戸
)
、
商
人
職
人
(
工
人
)
六
戸
以
外
な
ど
の
余
業
戸
数
が
高
率
を
占
め
、
農
家

比
率
は
六
五
%
弱
に
低
下
す
る
。
幕
末
四
十
数
年
間
の
農
家
戸
数
の
停
滞
傾
向
か
ら

仮
に
徳
川
時
代
ほ
と
ん
ど
変
化
な
い
も
の
と
考
え
て
も
、
当
初
か
ら
一
戸
当
平
均
耕

作
規
模
は
五
反
の
過
少
経
営
と
な
る
。
従
っ
て
、
当
時
の
生
産
力
の
大
き
さ
か
ら
す

れ
ば
、
増
加
戸
口
を
農
業
で
収
容
し
得
な
い
の
み
な
ら
ず
、
農
業
の
み
の
自
給
度
さ
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旦来・小野田村戸数動態

旦来村 小野田村 | 
戸数|指数

慶長6(1601) 1081 100 

元禄10(1697) 122 113 

文政2(1819) 151 100 127 117 

明治2(1869) 142 94 

// 5 (1872) 225 159 138 127 

昭和34(1959) 269 178 

え
低
い
。
増
加
戸
口
は
農
業
外
余
業
へ
の
衝
動
を
伴
う
潜
在
的
過
剰
人
口
を
な
し
た

わ
け
で
、
壬
申
戸
籍
の
如
き
高
率
の
雑
業
戸
口
を
生
む
結
果
と
な
っ
た
。
こ
の
点
、

増
加
戸
口
の
経
営
の
零
細
化
(
当
初
の
一
戸
当
平
均
八
・
五
民
か
ら
五
・

O
反
ま
で

低
下
)

に
よ
っ
て
農
業
に
吸
収
し
た
小
野
田
部
落
の
場
合
と
根
本
的
に
相
違
す
る
。

第二表

固
定
し
た
耕
地
の
下
で
は
戸
口
動
態
の
み
が
社
会
変
質
の
上
に
重
要
な
役
割
を
果

す。
明
治
以
降
産
業
革
命
の
進
展
と
と
も
に
戸
口
の
増
加
は
見
ら
れ
る
が
、
農
家
戸
数

は
ほ
と
ん
ど
停
滞
状
態
を
示
し
て
い
る
。

ニ
、
封
建
農
村
の
生
産

川
末
期
の
農
村
経
済
の
収
支
を
示
し
た
「
村
中
人
数
飯
料
見
積
り
掛
之
帳
」
に
よ
っ
て
作
製
し
た
収
支
表
(
第
三
表
)
に
よ
る
と
、
九

O

商
業
的
農
業
を
伴
わ
な
い
非
自
給
的
農
業

年
代
不
詳
で
は
あ
る
が
、
恐
ら
く
徳

%
弱
に
達
す
る
高
率
の
米
麦
二
毛
作
経
営
を
と
る
が
、
五
反
と
い
う
過
小
農
経
営
と
農
業
外
余
業
人
口
の
収
容
か
ら
八
二
・
六
%
と
自
給

率
を
引
下
げ
て
い
る
。
畑
に
は
自
給
用
の
醤
油
と
味
噌
の
原
料
と
す
る
若
干
の
大
一
旦
作
の
外
、
ほ
と
ん
ど
自
家
消
費
に
す
る
わ
ず
か
な
密

柑
と
茶
が
あ
る
位
で
他
に
商
品
作
物
が
な
い
。
こ
の
部
落
で
行
わ
れ
た
搾
油
、
総
糸
、
製
蝋
の
原
料
た
る
菜
種
・
実
綿
・
ハ
ゼ
も
野
生
の

も
の
を
採
取
す
る
以
外
は
栽
培
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
絶
対
量
の
限
ら
れ
た
耕
地
面
積
の
中
で
は
商
業
的
農
業
さ
え
極
め
て
貧
困
で
あ
っ

81 

た
。
こ
う
し
て
過
小
農
家
の
潜
在
的
過
剰
人
口
と
農
業
外
過
剰
人
口
は
「
家
職
小
商
ひ
駄
小
賃
搾
等
ニ
市
取
続
来
申
候
」

(
前
掲
見
積
り

掛
之
帳
)
と
い
う
よ
う
に
労
働
力
商
品
化
の
方
向
を
指
向
す
る
。
こ
の
過
剰
人
口
に
農
村
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
の
成
立
基
盤
が
あ
っ
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旦来村収支表(村中人数飯料見積掛之l限より作製)

1 作付反別1作徳米 I反当収穫If乍献計I支出高計I不差足高引 |不足合計

685反.0 123石3.0 石1.8 石J企石 石 石

米作 本新田田 15.3 24.8 1.6 1257.481476.693 213.203 

本新畑回
580.0 696.0 × 398，123 

麦作 35.0 36.0 1.2 732.00 906.900 
174.920 

大豆作 畑作

高穫収

表一一
一第

高出支

た。
農
村
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
の
接
出

マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア

の
初
現
は
史
料
的
に
不
明
で
あ
る
が
、
元
禄
・
享
保
頃
(
一
六
八

八
1

一
七
三
六
)
に
は
既
に
車
屋
定
右
衛
門
(
現
、
中
井
定
右
衛

問
先
祖
)
に
よ
っ
て
水
車
搾
油
が
行
わ
れ
て
い
た
し
、

「
延
宝
九

年
且
来
村
紹
屋
嶋
屋
武
大
夫
株
」

(
横
に
正
徳
六
年
三
月
古
嶋
屋

庄
衛
門
株
と
明
記
)
と
い
う
株
監
札
が
現
存
し
て
い
る
か
ら
、
そ

の
頃
か
ら
総
糸
の
マ
ニ
ュ
が
行
わ
れ
て
い
た
か
も
知
れ
な
い
。
何

れ
に
し
て
も
か
な
り
早
期
に
属
す
る
。
然
し
、
本
格
的
に
は
油
屋

徳
左
衛
門
(
現
、
中
井
徳
左
衛
門
の
先
祖
で
後
に
紙
屋
と
屋
号
を

改
め
る
)
と
、
紙
屋
利
兵
衛
に
よ
る
宝
暦
以
降
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。
史
料
的
に
明
ら
か
な
紹
屋
徳
左
衛
門
の
場
合
に
つ
い
て
見

れ
ば
、
車
屋
定
右
衛
門
の
分
家
と
し
て
当
初
の
油
屋
(
水
車
搾
油

)
か
ら
程
な
く
総
屋
を
主
業
と
し
た
。
原
料
綿
を
毛
見
・
紀
三
井

寺
・
三
葛
村
新
田
(
布
引
)
・
三
葛
・
高
須
・
荒
川
な
ど
近
在
の
綿

農
よ
り
買
い
集
め
、
自
家
の
作
業
場
に
雇
傭
し
た
村
内
の
織
子
の

労
力
を
使
っ
て
行
う
マ
ニ
ュ
で
あ
っ
た
。
そ
の
製
品
は
、
日
方
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(塩津港)

|音量片山司丸 積込廻船名 IIp取引問屋 I

弘化1¥ 5 ¥ 43 鶏究集車交奇襲究懇書舟 山形屋三郎左衛門
2 ¥ 6 ¥ 66 同上 村瀬勘兵衛 l

辻新兵衛
3 8 116 同 上 升.屋 久蔵

4 12 124 同 上 糸屋半兵衛

嘉永1 7 75 同 上
嶋屋源兵衛

久野屋善助
2 10 101 同 ←ヒ 丁字屋清兵衛

紹屋徳左衛門江戸出荷一覧第四表

(弘化二年総糸仕入帳より作製)

和
歌
山
な
ど
の
領
内
都
市
市
場
た
る
織
屋
・
糸
屋
に
出
す
外
、
行
商
人
に
よ
る
近
在

農
村
市
場
を
対
象
と
し
た
農
村
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
で
あ
っ
た
。
既
に
文
化
頃

(
一
八

O
四

l
一
八
一
七
)
か
ら
領
内
十
軒
の
「
御
国
産
江
戸
井
日
上
方
廻
鰻
日
紹
糸

買
入
仲
間
株
」
の
特
許
を
獲
得
し
、
弘
化
頃
(
一
八
四
四
)
の
記
録
に
よ
る
と
第
四
表

の
如
く
塩
津
港
か
ら
年
五
回
j

一
二
四
位
の
諸
国
廻
船
を
刺
用
す
る
の
み
な
ら
ず
、

塩
津
浦
廻
船
問
屋
十
一
屋
甚
四
郎
の
八
百
石
積
の
廻
船
に
出
資
(
文
政
十
三
年
)
し
、

そ
の
輸
送
手
段
ま
で
獲
得
し
て
江
戸
積
上
方
積
を
行
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
中
央
市
場

に
直
結
し
た
農
村
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
に
ま
で
成
長
し
て
い
た
。
そ
の
蓄
積
資
本

は
造
酒
(
嘉
永
五
年
総
屋
利
兵
衛
と
合
排
)
・
製
轍
(
明
治
十
五
年
)
を
兼
営
、
明
治

中
期
の
手
紡
糸
衰
退
後
は
製
蝋
を
主
業
と
し
て
大
正
初
年
の
廃
業
ま
で
に
及
ん
で
い

る。
以
上
の
外
に
専
右
衛
門
(
主
業
製
蝋
)
、
中
井
長
左
衛
門
(
製
蝋
↓
造
酒
)
、
嘉
左
衛
門

-
武
大
夫
(
紹
屋
)
と
数
指
を
屈
す
る
。
彼
等
は
一
町
数
反
前
後
の
田
畑
を
所
有
す
る

上
層
の
手
作
地
主
で
あ
っ
た
こ
と
は
後
述
の
通
り
で
あ
る
。

以
上
の
如
く
商
業
的
農
業
の
貧
困
と
農
村
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
に
よ
る
労
働
市

場
の
成
長
は
、
既
に
自
給
的
な
封
建
農
村
の
性
格
を
失
わ
せ
て
い
た
と
見
ら
れ
よ

う



、
産
業
革
命
畿
の
生
産

84 

零
細
工
場
の
発
生
と
近
接
都
市
労
働
市
場
の
成
長

農
村
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
の
消
滅
と
農
村
工
業
の
発
生
の
交
替
期
は
一
般
に
明
治
末
年
か
ら
第
一
次
大
戦
中
に
あ
る
が
、
こ
こ
で
も

大
戦
中
の
谷
口
織
布
(
大
正
五
年
)
を
晴
矢
と
し
て
戦
前
戦
後
各
々
三
工
場
の
都
合
六
工
場
の
織
布
工
場
の
発
生
を
見
て
い
る
。
職
工
六

i

六
五
人
の
農
村
小
工
場
が
部
落
内
非
農
業
労
働
力
を
吸
収
し
て
成
立
し
た
こ
と
は
農
村
マ
ニ
ュ
の
場
合
と
同
様
で
あ
る
。
然
し
、
そ
の
経

営
者
は
彼
の
マ
ニ
ュ
経
営
者
で
は
な
く
、
産
業
革
命
初
期
に
土
地
集
積
を
完
成
し
た
小
地
主
か
、
農
村
マ
ニ
ュ
の
支
配
下
に
使
用
人
的
地

位
に
お
か
れ
て
い
た
先
覚
実
力
者
で
あ
る
。
部
落
内
の
労
働
市
場
の
成
長
と
と
も
に
、
海
南
市
街
地
よ
り
四
粁
、
和
歌
山
市
よ
り
六

i
八

粁
の
近
接
距
離
に
お
か
れ
て
い
る
旦
来
部
落
は
労
働
力
商
品
化
に
ま
こ
と
に
優
れ
た
条
件
に
お
か
れ
て
い
る
。
第
五
表
の
如
く
都
市
的
通

勤
労
働
者
の
増
加

i
非
農
家
戸
数
比
(
三
二
・
六
%
)
の
増
大
、
農
家
戸
数
比
の
相
対
的
低
下
を
も
た
ら
し
た
の
み
な
ら
ず
、
農
業
生
産
を

著
し
く
変
化
さ
せ
て
い
る
。

零
細
化

i
飯
米
農
家
化
と
専
業
酪
農
化

戦
前
の
統
計
を
欠
い
て
い
る
の
で
現
在
の
統
計
か
ら
傾
向
を
分
析
す
る
こ
と
と
す
る
。

先
ず
職
業
別
戸
数
一
覧
表
(
第
五
表
)
が
示
す
如
く
、
兼
業
農
家
の
著
し
い
高
率
(
農
家
戸
数
の
五
O
%
強
)
と
農
業
経
営
規
模
の
零
細
性

(
第
六
表
)
が
最
大
の
特
色
を
な
し
て
い
る
。
兼
業
農
家
の
六
四
・
一
%
に
当
る
五
O
戸
が
三
反
以
下
の
極
零
細
農
家
で
、

一
八
%
(
一
四

戸
)
を
占
め
る
三

t
五
反
の
小
経
営
農
家
と
合
し
て
そ
の
八
二
%
強
と
い
う
高
率
の
小
兼
営
農
家
が
特
色
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
都
市

通
勤
者
・
職
人
・
日
傭
な
ど
の
零
細
な
飯
米
百
姓
的
兼
営
農
家
化
を
意
味
す
る
。
若
干
の
五
!
一
五
反
の
や
や
規
模
の
大
き
い
兼
業
農
家

は
、
元
来
専
業
農
家
で
長
男
又
は
二
三
男
の
俸
給
生
活
者
を
も
つ
か
、
主
人
が
農
協
役
場
な
ど
村
内
公
街
の
役
員
、
ま
た
は
事
務
職
員
を

兼
ね
た
部
落
内
上
層
農
家
で
あ
る
。
専
業
農
家
は
五
1

一
O
反
層
に
過
半
が
集
中
し
、
な
か
ん
ず
く
五
l
七
反
層
が
四
五
・
四
%
(
二
一
五
戸
)
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第五表職業別戸数一覧表昭34現在

ι司と|下垣内 野田 久保田 北山 門田

4 18 5 13 9 28 

自家営業 2 1 2 
兼
俸 給 6 8 1 

業 職 人 3 

農 工 員
3 12 6 

日 雇
家

計 14 21 9 8 10 16 78 

自家営業 2 3 

農 商業(行商) 3 3 

業 俸給生活 5 11 

外 耳銭 人 2 3 

職 工 員 6 5 

業 日 雇 1 2 

者 賃内職
3 6 

無 職

言十 22 33 15 2 13 1 86 

5 18 

45 90 29 23 32 45 
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昭34現在

下野保久田 北円山 内 訳 小 岡

垣内田 山田出
E来部落計

専業 j兼業
野
回 回

戸7 % 戸5 戸2 % % 10反~15 2 4 1 4.5 3.0 2.1 

7~10 6 7 2 1 6 22 14.4 17 51 16.6 29.3 

5"，，7 3 12 2 9 6 10 42 27.2 35 71 27.0 27.1 

3~5 3 7 5 4 2 12 33 21. 3 19 141 22.6 20.6 

3以下 4 9 5 8 10 15 51 33.0 1 50 30.7 20.6 

計 51i miwo1 l 781川100.0

農業経営規模別階層一覧表第六表

)
を
占
め
、
こ
の
部
落
の
標
準
型
を
な
し
て
い
る
。
三
|
五
反
の
小
経
営
層
が
専
業
農

家
数
と
大
差
な
い
こ
四
・
七
%
(
一
九
戸
)
と
い
う
か
な
り
大
き
い
比
重
を
占
め
る
の

は
、
こ
の
層
が
や
が
て
兼
業
農
家
に
下
降
せ
ね
ば
な
ら
な
い
弱
小
専
業
層
で
あ
る
こ

と
を
示
し
て
い
る
。
六

l
七
反
と
い
う
標
準
型
専
業
農
家
で
も
、
ほ
と
ん
ど
こ
れ
と

い
う
商
品
作
物
を
も
た
な
い
米
麦
二
毛
作
経
営
で
、
若
干
の
精
農
の
み
が
乳
牛
一
、

二
一
顕
飼
育
の
酪
農
経
営
を
行
う
。
専
業
農
家
の
機
械
化
が
普
及
し
、
技
術
が
上
昇
し

て
い
る
か
ら
こ
の
規
模
・
形
態
で
も
か
な
り
生
計
を
維
持
し
得
る
程
度
の
生
産
力
を

保
持
し
て
い
る
。
然
し
、
専
業
農
家
の
多
く
は
や
が
て
そ
の
子
弟
を
都
市
的
俸
給
生

活
者
と
し
て
出
す
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
酪
農
化
、
多
角
化
に
よ
っ

て
高
度
の
専
業
化
の
コ

l
ス
を
と
る
少
数
の
専
業
農
家
と
、
下
降
し
て
兼
業
農
家
を

志
向
す
る
も
の
と
に
分
化
す
る
潜
在
的
傾
向
を
も
っ
て
い
る
。
こ
う
し
て
少
数
の
上

昇
的
専
業
農
家
を
除
き
大
部
分
の
農
業
経
営
は
旧
態
依
然
と
し
て
米
麦
二
毛
作
を
主

体
と
す
る
単
純
経
営
に
堕
し
て
し
ま
う
。
都
市
的
労
働
の
兼
営
方
向
を
志
向
す
る
と

い
う
非
農
業
的
要
素
の
成
長
に
よ
っ
て
著
し
く
変
質
し
て
い
る
。
特
に
当
初
よ
り
非

農
家
の
多
い
野
田
・
下
垣
内
・
久
保
田
の
各
垣
内
に
著
し
い
。

回
、
村
落
社
会
の
階
層
構
成

近
世
前
期
の
構
成

近
世
初
頭
の
史
料
を
現
存
し
な
い
旦
来
村
に
つ
い
て
明
か
に



な
し
得
な
い
が
、
慶
長
検
地
帳
(
慶
長
六
年
検
地
)
禄
お
よ
び
元
禄
検
地
帳
(
元
禄
十
年
検
地
)
を
も
っ
て
い
る
小
野
田
村
の
場
合
か
ら
類

推
し
よ
う
。

先
ず
、
両
検
地
帳
か
ら
名
寄
し
て
作
製
し
た
第
七
表
は
何
れ
も
、
明
記
さ
れ
た
村
外
地
主
(
慶
長
で
は
九
人
、
二
・
三
六
町
、
元
禄
で

は
四
四
人
、

一
六
・
八
一
町
)
を
除
く
村
内
地
主
に
つ
い
て
そ
の
所
有
構
成
を
一
覧
表
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
慶
長
検
地
帳
は
、
そ
の
後
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尾
に
家
数
一
O
八
軒
御
公
事
屋
七
七
軒
と
あ
る
。
住
民
構
成
の
主
部
を
占
め
る
こ
の
御
公
事
屋
と
は
、
封
建
経
済
を
支
え
た
担
税
者
と
し

て
の
本
百
姓
を
指
す
の
で
あ
る
が
、
こ
の
構
成
表
で
は
恐
ら
く
二
反
以
上
の
所
有
者
七
O
入
、

一l
l
二
反
階
層
の
若
干
が
そ
れ
に
属
し
た

も
の
で
あ
ろ
う
。

一
ー
二
反
階
層
以
下
に
あ
る
過
半
数
の
零
細
所
有
者
に
つ
い
て
検
地
帳
は
何
も
語
っ
て
い
な
い
。
御
公
事
屋
層
と
考
え

ら
れ
る
二
反
以
上
の
階
層
を
見
れ
ば
、
五
O
%
強
が
二

I
五
反
階
層
に
集
中
し
、
標
準
型
と
考
え
ら
れ
る
五
l
一
五
反
層
が
三
九
%
弱
で

両
者
が
全
体
の
八
九
%
を
占
め
て
い
る
と
い
う
限
り
で
は
、

一
応
本
百
姓
体
制
が
確
立
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
少
数
の
上
層
階
層

(
高
蔵
寺
四
三
・
八
反
、
形
部
二
郎
三
三
・
四
反
、
孫
大
夫
三
六
・
一
反
、
左
衛
門
三
三
・
三
反
、

五
郎
左
衛
門
二
四
・
七
反
)
は
隷
農

主
的
な
大
手
作
地
主
で
な
い
か
と
想
像
さ
れ
る
が
、
略
規
模
の
等
し
い
者
が
韻
頑
し
て
先
進
的
な
富
の
均
等
性
を
示
し
独
占
的
な
土
地
集

古
頁
首
ミ
、
工
、
0

1ι
毛
令
、
均
し

T
し

元
禄
検
地
帳
で
は
二
民
以
上
の
階
層
数
が
わ
ず
か
一
三
%
増
加
し
て
い
る
が
、
比
率
は
略
停
滞
し
て
い
て
こ
の
層
が
御
公
事
屋
階
層
と

し
て
固
定
し
て
い
た
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
。
上
層
の
藤
兵
衛
(
二
三
・
一
反
)
、
文
右
衛
門
つ
ゴ
了
三
反
)
、
安
兵
衛
(
一
八
・
O
反
)

な
ど
は
庄
屋
肝
煎
に
名
を
列
ね
た
近
世
本
百
姓
の
土
地
集
積
に
よ
っ
て
成
長
し
た
村
方
地
主
で
あ
ろ
う
。
慶
長
当
時
の
隷
農
主
的
大
手
作
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地
主
は
急
に
消
滅
し
て
、
徳
川
前
期
に
比
較
的
均
等
な
近
世
本
百
姓
体
制
が
確
立
さ
れ
て
い
た
も
の
と
想
像
さ
れ
得
る
。
以
上
の
よ
う
な

小
野
田
村
の
近
世
期
の
構
成
は
、
あ
る
程
度
旦
来
村
に
も
通
じ
る
も
の
と
仮
定
し
て
旦
来
村
の
近
世
後
期
の
構
成
を
分
析
し
よ
う
。



1反以下

1~5 

5~10 

1O~15 

15~20 

25~25 

25~30 

30~40 

40九 50

( (1111石反叩~以以75下下) ) 

(7 ~15) 
5~1O 

(l5~23) 
10叩15

15~20 

20九 25

25~30 

30，，"，40 

40~50 

50~90 

90~100 

第七表小野田・旦来村田畑所有階層別構成

小野田村

88 

|(1697)|(IU5)iP404)1J952) 
元禄 10 明治 8 和15~20 和 27

|人数1% I人数1% 1人数1% 1人数 J % J人数1%
89 49.0 44 30・2 17 14.5 32 24.2 20 15.4 

58 32.0 72 49.5 63 55.8 61 42.6 58 47.5 

20 11.1 22 15.1 27 23.4 30 20.09 30 26.6 

7 3.8 11 0.69 21 1. 86 15 10.5 81 6.55 

2 1.1 31 2.06 71 6.03 4 2.8 5 4.1 

1 0.6 21 1. 38 O 11 0.82 

11 0.69 1 0.7 

31 1. 65 

1 0.6 

旦来村

l 慶(邸応7)3 I ~四4045)((四52
昭和15~20 昭和 27

ア岳 。/0ノ
31Z| 

% 
91 10.8 11 11. 8 59 73 31. 7 

49 56.5 53 57.0 87 46.9 107 42.1 

28 33.8 28 30.0 25 13.1 

4 4.7 11 1. 07 6 3.2 3.0 

6 3.2 0.8 

21 1. 06 

21 1. 06 1 0.4 

1 0.5 

1 0.5 0.4 

1 0.5 



近
世
後
期
旦
来
村
@
構
成

旦
来
下
村
(
久
保
田
・
門
田
・
北
山
・
山
出
の
四
垣
内
を
い
う
)
の
み
の
資
料
で
あ
る
が
、
文
政
二
年

(
一
八
一
九
)
と
慶
応
三
年
(
一
八
六
七
)
の
高
名
寄
帳
に
よ
り
作
製
し
た
階
級
構
成
表
(
第
七
表
)
を
見
れ
ば
次
の
如
く
な
る
。
全
体

と
し
て
大
土
地
集
積
者
は
な
く
、
最
高
二
十
石
余
(
一
五
反
余
)
で
、
五

t
一
O
反
に
相
当
す
る
七
l
一
五
石
階
層
に
三
二
%
弱
集
中
し

て
、
小
所
有
で
は
あ
る
が
平
均
化
さ
れ
た
先
進
地
域
の
構
成
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
小
野
田
村
の
近
世
前
期
で
見
た
よ
う
な
近
世
本
百
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姓
の
分
解
が
早
く
行
わ
れ
た
結
果
で
あ
ろ
う
。
明
治
二
年
の
大
差
し
帳
控
は
、
旦
来
村
の
住
民
構
成
を
上
下
両
村
庄
屋
肝
煎
四
軒
と
本
棟

f

五
四
軒
四
O
%
弱
)
・
中
役
(
三
八
軒
二
八
%
弱
)
・
下
役
(
四
四
軒
三
二
%
強
)
の
三
身
分
階
層
に
分
か
れ
た
一
三
六
戸
の
百
姓
と
か
ら
構

成
さ
れ
て
い
た
と
と
を
伝
え
て
い
る
。
三
身
分
階
層
は
担
税
力
の
大
小
、

つ
ま
り
富
の
階
層
を
示
す
わ
け
で
あ
る
が
、
本
棟
中
役
な
ど
の

上
層
が
大
き
い
比
重
を
占
め
る
の
も
上
述
し
た
如
き
富
の
平
均
化
を
裏
書
し
て
い
る
。
近
世
後
期
の
搾
油
・
紹
糸
・
製
蝿
・
造
酒
の
マ
ニ

ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
も
村
役
人
を
す
る
程
の
一
O
l
二
O
石
層
の
上
層
手
作
地
主
(
定
右
衛
門
・
徳
左
衛
門
・
利
兵
衛
・
専
右
衛
門
・
嘉
左

衛
門
な
ど
)
の
経
営
に
か
か
る
。
然
も
そ
の
蓄
積
資
本
が
土
地
集
積
に
向
っ
て
い
な
い
と
こ
ろ
に
小
農
民
一
の
独
立
自
作
化
の
早
か
っ
た
先

進
地
域
農
村
の
性
格
が
う
か
が
い
得
ら
れ
る
。

産
業
革
命
畿
の
構
成

戦
前
の
所
有
構
成
を
示
し
た
第
七
表
に
よ
る
と
、

一
町
l
数
町
ま
で
の
中
小
地
主
が
多
数
韻
顕
し
て
独
占
的
大

土
地
集
積
者
が
い
な
い
。
こ
れ
ら
の
中
小
地
主
は
、
上
述
の
マ
ニ
ュ
経
営
者
と
第
一
次
大
戦
頃
の
産
業
革
命
初
期
の
農
村
小
企
業
経
営
者

か
勤
勉
に
よ
っ
て
築
い
た
小
自
作
農
が
ふ
く
ま
れ
る
。
地
租
改
正
直
後
の
寄
生
地
主
生
成
期
に
も
、
初
期
革
命
期
に
も
大
寄
生
地
主
化
を

許
さ
ず
高
々
数
町
ま
で
の
寄
生
化
に
留
ま
る
か
、
多
少
の
小
作
地
を
も
っ
手
作
地
主
に
お
わ
り
、
富
の
平
均
化
と
い
う
先
進
的
性
格
を
と

っ
て
い
る
。

89 
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垣

内

構

成

旦
来
、
小
野
田
両
集
落
は
既
に
近
藤
忠
氏
に
よ

っ
て
報
告
さ
れ
た
、

い
わ
ゆ
る
小
名
集
落
の
典
型
で
あ
る
。
旦

来
村
に
つ
い
て
見
れ
ば
、
そ
の
垣
内
構
成
下
垣
内
・
野
田
・
門

国
・
久
保
田
(
窪
田
)
・
北
山
・
山
出
・
矢
口

(
字
名
に
矢
口

が
な
く
古
来
山
出
垣
内
の
一
部
に
ふ
く
ま
れ
て
い
た
)

の
字
に

分
散
さ
れ
た
小
名
、
す
な
わ
ち
垣
内
か
ら
な
る
。
各
小
名
の
成

立
に
つ
い
て
は
当
集
落
に
お
い
て
も
実
証
し
得
な
い
が
、
自
然

村
で
あ
る
六
つ
の
垣
内
が
集
っ
て
荘
名
旦
来
(
「
続
日
本
紀
和

銅
元
年
七
月
紀
伊
国
名
草
郡
旦
来
郷
壬
:
歳
戸
籍
」
と
あ
る
を
初

出
と
し
、
和
名
抄
郷
名
に
も
あ
る
)
を
称
す
る
大
名
、
す
な
わ
ち

行
政
村
を
構
成
す
る
。
各
々
の
小
名
集
落
U

垣
内
が
基
礎
的
な
コ

ン
ミ
ュ
テ
ィ
を
形
成
し
、
複
合
集
落
と
し
て
の
旦
来
村
は
第
二
次

的
な
共
同
体
を
な
し
て
い
る
。
更
に
徳
川
時
代
は
こ
の
大
名
が
上

村
、
下
村
の
二
行
政
体
に
わ
け
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
北
山
・
山
出

-
久
保
田
・
門
田
の
高
四
七
五
石
五
升
四
合
が
前
者
に
、
下
垣
内

・
野
田
の
高
六
七
四
石
九
斗
四
升
八
合
が
後
者
に
所
属
し
、
各
々
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に
圧
屋
、
肝
煎
、
頭
百
姓
の
三
役
を
も
っ
行
政
村
と
な

っ
て
い
た
が
徴
税
・
水
利
・
訴
願
・
村
明
細
帳
(
大
差

出
し
帳
)

の
記
載
な
ど
、
村
の
重
要
事
務
の
全
部
は
旦

来
村
と
し
て
統
一
的
に
行
っ
て
い
る
か
ら
も
貫
租
徴
収

な
ど
の
事
務
的
便
宜
上
分
割
し
た
も
の
で
独
立
村
と
し

て
の
人
格
的
統
一
牲
を
も
っ
て
い
な
か
っ
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。
こ
こ
に
当
面
の
問
題
と
し
て
い
る
の
は
か

よ
う
な
第
二
次
的
共
同
体
で
は
な
く
小
名
垣
内
で
、
そ

の
規
模
は
野
田
の
九

O
戸
を
最
大
と
し
、
当
地
方
中
位

の
大
字
に
相
当
す
る
こ

o
t五
O
戸
で
あ
る
。
こ
の
小

名
が
第
一
義
的
単
位
集
団
で
あ
る
が
、
こ
の
単
位
地
域

集
団
が
更
に
幾
つ
か
の
出
垣
内
に
か
れ
る
。
野
田
垣
内

で
は
東
・
西
垣
内
の
二
つ
に
、
下
垣
内
の
場
合
は
奥
出

届
出
の
二
つ
に
な
っ
て
い
る
。
第
二
図
こ
の
垣
内

は
統
一
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
し
て
の
小
名
垣
内
の
内

部
で
、
本
来
交
際
の
地
域
的
範
囲
と
し
て
自
然
発
生
的

に
形
成
さ
れ
て
来
た
も
の
で
、
今
も
多
く
の
交
際
は
こ



の
垣
内
交
際
が
主
体
と
な
っ
て
い
る
。
小
名
垣
内
を
基
盤
と
す
る
共
同
体
的
社
会
生
活
た
る
宮
座
・
宮
講
(
野
田
)
・
地
蔵
講
・
伊
勢
講
・
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大
峯
講
な
ど
は
、
少
く
と
も
中
世
末
以
来
数
百
年
間
実
際
に
は
こ
の
垣
内
内
の
出
垣
内
を
単
位
に
し
て
行
わ
れ
て
い
た
。
後
述
す
る
よ
う

に
少
く
と
も
近
世
徳
川
時
代
に
お
い
て
多
分
に
血
縁
的
要
素
が
崩
れ
つ
つ
あ
り
、
地
縁
的
性
格
が
強
く
な
っ
て
来
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る

こ
の
垣
内
が
、
か
よ
う
な
地
縁
的
交
際
範
囲
の
細
胞
単
元
に
分
れ
る
の
も
当
然
で
あ
る
う
。
先
ず
共
同
体
的
構
造
の
基
礎
単
元
た
る
垣
内

の
社
会
生
活
の
分
析
か
ら
始
め
よ
う
。

宮
座

若
干
の
史
料
を
現
存
し
て
い
る
下
垣
内
に
つ
い
て
見
ょ
う
。
徳
川
時
代
の
宮
座
は
上
下
両
村
単
位
の
構
成
に
な
っ
て
い
た
が
、

今
、
旦
来
下
村
の
場
合
の
構
成
を
見
る
と
、
最
初
は
八
人
の
伴
頭
株
を
最
高
の
上
座
と
し
、
会
計
役
を
司
ど
る
十
人
の
中
言
株
(
中
間
株
)

と
三

O
人
の
平
座
株
か
ら
な
る
四
十
八
株
を
も
っ
て
氏
神
八
幡
宮
の
座
株
を
構
成
し
て
い
た
。
何
れ
の
宮
座
に
も
あ
る
よ
う
に
惣
領
男
子

継
を
原
則
と
し
、
惣
領
男
子
の
実
子
な
き
際
に
は
「
血
縁
占
養
子
仕
又
右
血
縁
筋
ノ
男
子
無
御
座
候
節
ハ
伴
頭
ハ
伴
頭
之
内
占
養
子
仕
出

座
相
続
仕
候
又
伴
頭
中
間
内
二
可
取
女
伴
無
御
座
候
時
ハ
中
言
平
座
之
内
占
養
子
仕
候
ヘ
ハ
実
家
之
名
跡
な
ら
て
ハ
相
成
下
申
義
往
古
占

之
仕
来
ニ
而
云
々
」
と
い
う
よ
う
に
極
め
て
血
縁
的
性
格
と
身
分
的
性
格
の
強
い
も
の
で
あ
っ
て
、
寛
延
二
年
(
一
七
四
九
)

の
出
座
に

も
庄
屋
辻
三
郎
の
一
統
と
考
え
ら
れ
る
圧
三
郎
・
武
大
夫
・
善
兵
衛
・
善
四
郎
・
次
郎
右
衛
門
・
利
兵
衛
・
善
三
郎
の
名
が
中
間
株
座
と

し
て
見
え
て
い
る
。
処
が
、

そ
れ
と
同
時
代
で
あ
る
宝
暦
九
年
(
一
七
五
九
)

の
調
べ
で
は
伴
頭
株
三
人
・
中
言
株
五
人
・
平
座
八
人
に

減
じ
て
い
る
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
何
れ
も
「
世
渡
と
し
て
他
所
へ
引
越
或
は
死
絶
一
一
而
相
分
り
不
申
L

と
社
会
経
済
的
進
化
に
よ
る
事

情
を
示
し
て
い
る
。
当
初
の
三
分
の
一
に
減
じ
果
し
て
血
縁
的
村
落
社
会
の
支
配
体
制
が
可
能
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
、

お
よ

び
後
述
す
る
如
き
階
級
構
成
の
平
等
性
な
ど
か
ら
考
え
合
せ
、
既
に
当
時
垣
内
社
会
の
血
縁
的
性
格
が
著
し
く
後
退
し
て
い
た
事
4

を
充
分

想
像
せ
し
め
て
く
れ
る
。
か
よ
う
な
事
情
を
裏
書
き
す
る
も
の
と
し
て
明
治
初
年
宮
座
は
消
滅
し
部
落
内
分
家
の
交
際
が
垣
内
交
際
よ
り



後
退
し
て
い
た
。

宮
講
と
い
う
の
は
、
氏
神
八
幡
宮
の
宮
謝
祭
(
毎
年
四
月
十
五
日
)
の
祭
担
を
中
心
と
し
た
講
組
結
合
で
、
そ
の

起
源
は
不
明
で
あ
る
が
、
彼
の
特
権
的
な
血
縁
的
身
分
的
宮
座
に
代
る
も
の
と
し
て
江
戸
末
期
か
明
治
初
年
頃
に
発
足
し
た
も
の
で
、
既

宮
請
と
垣
内
規
約

実証的研究を通じて見た歴史地理学的地域とその変貌

に
明
治
二
十
年
頃
盛
大
に
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
。
そ
の
構
成
は
貧
困
、
後
家
な
ど
の
理
由
で
加
入
し
な
い
も
の
を
除
き
、
東
西
垣
内
と

も
原
則
と
し
て
各
々
垣
内
構
成
員
、
す
な
わ
ち
宮
構
成
員
で
あ
る
。
昭
和
三
年
(
一
九
二
八
)
当
時
残
存
し
た
慣
行
に
よ
れ
ば
、
若
干
の

拠
金
と
養
子
入
・
嫁
入
・
男
女
出
産
時
の
出
金
と
を
財
源
と
し
て
宮
謝
祭
の
祭
紀
と
当
日
の
議
員
親
睦
会
(
い
わ
ゆ
る
宮
講
)
を
行
い
、

同
時
に
こ
の
拠
金
を
基
礎
と
し
て
頼
母
子
の
如
き
融
資
を
行
う
。

つ
ま
り
、
親
睦
と
金
融
機
能
を
も
っ
垣
内
結
合
で
あ
る
が
同
時
に
垣
内

規
約
結
成
の
場
で
も
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
宮
講
祭
の
祭
担
や
親
睦
の
御
神
酒
会
は
単
な
る
レ
ク
レ

l
シ
ョ
ン
で
あ
り
、
実
は
垣
内
規
約

の
改
正
、
笑
施
方
策
反
省
に
つ
い
て
議
す
る
こ
と
が
最
も
重
要
な
る
行
事
で
あ
っ
た
。

つ
ま
り
、
宮
講
の
実
体
は
精
神
的
経
済
的
に
結
合

し
た
垣
内
コ
ン
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
そ
の
も
の
で
あ
り
、
こ
こ
に
交
際
範
囲
と
し
て
の
垣
内
の
共
同
体
的
性
格
の
根
源
が
発
生
し
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
昭
和
三
年
及
び
八
年
(
一
九
三
三
)
当
時
の
東
垣
内
改
正
垣
内
規
約
に
よ
れ
ば
、
男
女
出
産
時
、
婚
礼
披
露
、
家
屋
新
築
、
上

棟
、
入
営
な
ど
祝
い
事
の
諸
つ
き
合
、
死
亡
、
葬
式
の
際
の
方
式
、
手
伝
い
、
供
物
な
ら
び
に
一
般
仏
事
に
関
す
る
諸
つ
き
合
、

日
待
ち

な
ど
部
落
会
合
の
諸
制
限
等
々
多
岐
に
わ
た
る
垣
内
つ
き
合
の
諸
規
定
が
成
文
化
さ
れ
て
い
る
。
伝
統
的
に
自
然
発
生
し
た
交
際
の
積
み

重
ね
が
成
文
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
垣
内
構
成
員
を
規
制
し
、
垣
内
そ
の
も
の
を
共
同
体
化
せ
し
め
る
。
そ
の
成
文
化
の
場
が
宮
講
で
あ

る
か
ら
、
宮
講
の
よ
っ
て
た
つ
基
盤
た
る
垣
内
内
の
出
垣
内
こ
そ
コ
ン
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
結
合
紐
帯
の
基
礎
を
な
し
て
い
る
。
か
よ
う
な
垣
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内
規
約
は
今
日
知
り
得
る
古
老
の
記
憶
で
も
既
に
明
治
二
十
年
頃
(
一
八
八
六
)

に
逆
上
り
得
る
し
、
当
時
か
ら
垣
内
内
親
類
の
つ
き
合

い
と
か
、
向
う
三
軒
両
隣
式
小
範
囲
の
特
殊
な
交
際
や
「
結
い
」
は
と
も
か
く
と
し
て
、
小
範
囲
の
地
域
交
際
や
血
縁
交
際
が
か
な
り
早



く
か
ら
後
退
し
、
垣
内
範
囲
の
規
制
が
前
面
に
拍
し
出
さ
れ
て
い
る
つ
宮
講
の
運
営
が
全
構
成
員
の
一
年
転
番
の
年
行
司
が
施
主
と
な
り
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垣
内
総
代
目
区
長
と
協
力
し
て
諸
行
事
一
済
と
会
計
を
行
う
こ
と
の
一
事
を
見
て
も
垣
内
そ
の
も
の
の
平
等
的
な
地
縁
性
を
う
か
が
う
こ

と
が
で
き
る
。
戦
後
の
変
質
は
こ
の
宮
請
の
方
式
の
簡
素
化
と
市
中
銀
行
の
発
達
に
伴
う
金
融
機
能
の
消
失
に
よ
り
、
そ
の
共
同
体
的
性

格
を
弱
化
さ
せ
て
は
い
る
が
、
親
睦
機
関
と
し
て
存
続
し
て
い
て
伊
勢
講
、
大
峯
講
な
ど
と
と
も
に
垣
内
コ
ン
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
何
等
か
の

紐
帯
を
な
し
て
い
る
。

行
政
体
と
し
て
の
旦
来

野
田
垣
内
で
見
た
よ
う
に
、
垣
内
内
に
は
各
個
の
独
立
し
た
紐
帯
を
以
て
結
合
し
な
が
ら
垣
内
全
体
が
一
つ

の
コ
ン
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
形
成
し
、
六
つ
の
垣
内
が
一
つ
の
氏
神
八
幡
宮
に
帰
一
す
る
処
に
旦
来
そ
の
も
の
の
行
政
体
と
し
て
共
同
体
的
結

合
が
保
持
さ
れ
た
も
の
で
、
徳
川
時
代
の
六
ケ
寺
(
明
治
以
後
四
ケ
寺
)

は
コ
ン
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
結
合
に
は
左
程
役
立
っ
て
い
な
い
。

徳
川
時
代
は
既
述
の
如
く
上
・
下
両
村
に
編
成
さ
れ
た
が
上
述
し
た
地
縁
性
・
精
神
共
同
体
的
性
格
が
六
個
の
小
名
垣
内
を
ま
と
ま
り

あ
る
行
政
体
に
結
合
せ
し
め
て
い
る
。
上
村
で
は
七
蔵
・
定
右
衛
門
(
車
屋
、
現
在
の
中
井
定
右
衛
門
家
)
・
徳
左
衛
門
(
紹
屋
、
現
在
の

中
井
徳
左
衛
門
家
)
、
下
村
で
は
庄
三
郎
(
現
在
の
辻
克
己
家
プ
文
助
・
嘉
左
衛
門
な
ど
上
層
百
姓
の
間
で
圧
屋
役
を
交
互
に
努
め
て
い

て
特
定
の
家
格
に
固
定
し
な
い
の
も
こ
の
村
の
経
済
力
の
均
等
性
を
反
映
す
る
と
同
時
に
垣
内
の
地
縁
的
性
格
を
決
定
す
る
要
素
で
あ
ろ

ぅ
。
上
下
両
村
の
分
立
も
且
来
村
の
共
同
体
的
性
格
を
ゆ
る
め
て
い
な
い
。
明
治
の
町
村
制
施
行
後
の
且
来
は
正
・
副
区
長
の
下
に
六
垣

内
か
ら
各
々
選
出
し
た
一
五
人
の
代
表
(
戦
前
は
総
代
、
現
在
は
区
会
議
員
と
い
い
野
田
四
人
、
そ
の
他
の
垣
内
各
二
人
)
に
よ
っ
て
構

成
さ
れ
た
区
会
議
に
よ
っ
て
行
政
が
行
わ
れ
る
。
総
代
(
区
会
議
員
)
は
戦
前
ま
で
は
特
定
の
家
格
に
固
定
し
な
い
が
、
年
長
者
で
学
識

経
験
豊
か
な
人
が
特
定
層
か
ら
推
薦
に
よ
っ
て
固
定
す
る
傾
向
が
強
く
、
現
在
で
は
垣
内
寄
合
に
よ
る
利
益
代
表
的
選
出
方
法
が
と
ら
れ

て
い
る
。
区
長
も
同
様
で
各
垣
内
常
会
(
寄
合
)
で
意
見
調
整
の
上
選
挙
す
る
わ
け
で
、
こ
こ
で
は
吏
務
に
通
達
す
る
こ
と
が
必
須
条
件



で
あ
る
。
区
会
議
の
最
大
機
能
は
区
費
(
部
落
内
の
土
木
協
議
費
と
耕
作
反
別
賦
課
金
)

の
賦
課
徴
収
と
、
そ
の
基
礎
と
な
る
べ
き
等
級

階
段
の
決
定
で
あ
る
が
、
区
会
議
員
は
所
属
垣
内
構
成
員
と
区
会
議
と
の
中
間
調
節
機
能
を
果
す
こ
と
に
よ
っ
て
行
政
体
と
し
て
の
且
来

部
落
の
共
同
体
的
結
合
が
保
持
さ
れ
て
い
る
。
か
よ
う
な
複
合
的
な
共
同
体
が
氏
神
と
い
う
精
神
的
な
紐
帯
と
次
に
述
べ
る
生
産
の
場
に

お
け
る
水
利
の
共
同
性
に
よ
っ
て
強
く
支
え
ら
れ
て
い
る
。

実証的研究を通じて見た歴史地埋学的地威とその変貌

水
利
の
共
同
性

大
明
神
池
・
小
野
坂
池
に
よ
っ
た
で
あ
ろ
う
徳
川
時
代
当
初
の
状
態
は
不
明
で
あ
る
が
、
宝
永
七
年
(
一
七
一

O
)

の
亀
池
の
築
造
は
画
期
的
で
、
日
一
来
部
落
も
ま
た
当
時
か
ら
水
下
拾
壱
ケ
井
組
(
明
治
以
後
拾
壱
ケ
普
通
水
利
組
合
)
の
水
懸
に
属
し
、

そ
の
番
水
系
統
の
一
部
を
構
成
す
る
。
六
月
十
五
日
か
ら
毛
付
ま
で
第
一
回
の
香
水
は
八
人
の
水
利
委
員
に
よ
っ
て
各
部
落
に
割
当
ら
れ

る
が
旦
来
部
落
に
割
当
ら
れ
る
日
数
の
配
分
〈
廻
水
)

は
区
長
の
招
集
す
る
区
会
議
員
と
水
利
委
員
の
協
議
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
る
。
植

付
後
の
第
二
回
配
水
を
終
え
る
と
通
常
亀
池
の
貯
水
は
枯
渇
す
る
の
で
あ
る
が
、
渇
水
年
で
は
そ
れ
さ
え
困
難
で
あ
る
か
ら
そ
の
配
水
は

更
に
き
び
し
く
統
制
さ
れ
る
。
配
水
は
水
利
委
員
と
水
先
(
二
人
の
水
刺
と
二
人
の
臨
時
人
夫
で
構
成
す
る
)
と
に
よ
る
が
区
長
が
区
会

議
員
の
協
議
に
基
い
て
水
利
委
員
と
と
も
に
こ
れ
を
連
日
現
場
で
監
倍
す
る
。

つ
ま
り
、
生
産
の
場
に
お
け
る
水
の
統
制
に
も
垣
内
の
行

政
機
構
が
強
く
関
連
し
て
い
る
こ
と
は
、
社
会
生
活
の
そ
れ
と
と
も
に
共
同
体
の
伝
統
性
を
保
持
す
る
要
素
と
な
っ
て
い
る
。

六
、
伝
統
性
と
変
貌

以
上
数
節
に
わ
た
っ
て
こ
の
村
の
近
世
以
降
の
変
貌
を
分
析
し
て
来
た
。
小
農
民
の
分
解
が
早
く
農
村
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
の
著
し

い
発
達
と
労
働
力
商
品
化
の
増
進
に
よ
り
内
部
的
に
は
変
容
の
著
し
い
先
進
性
を
示
し
た
と
の
村
が
伝
統
を
固
執
し
よ
う
と
す
る
意
外
に
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強
い
要
素
を
も
っ
て
い
る
。
こ
の
要
素
こ
そ
垣
内
共
同
体
の
構
造
に
求
め
ら
れ
る
。
垣
内
社
会
生
活
や
生
産
の
場
に
お
け
る
水
利
の
共
同

性
に
基
く
本
質
的
な
共
同
体
的
性
格
が
昭
和
年
代
に
入
る
ま
で
強
く
残
っ
て
い
た
こ
と
が
明
か
と
な
っ
た
。
か
よ
う
な
伝
統
的
性
格
と
同



時
に
時
代
変
化
に
適
応
し
て
諸
相
を
あ
ら
わ
し
な
が
ら
、

か
よ
う
な
共
同
体
的
構
造
を
内
面
か
ら
切
り
崩
し
て
変
質
さ
せ
て
行
く
諸
要
素
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の
萌
芽
の
発
達
を
も
分
析
し
た
。
戦
前
ま
で
は
お
お
む
ね
共
同
体
的
枠
の
中
に
お
け
る
変
化
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
近
年
の
ア

l
パ

ニ
ゼ

l
シ
ョ
ン
が
こ
の
枠
を
如
何
に
切
崩
す
か
に
つ
い
て
は
紙
巾
の
関
係
で
充
分
分
析
し
切
れ
な
か
っ
た
。
後
日
稿
を
あ
ら
た
め
て
出
す

予
定
で
あ
る
詳
し
い
報
告
に
よ
っ
て
い
た
だ
き
度
い
。

最
後
に
小
論
は
筆
者
の
次
に
述
べ
る
歴
史
地
理
学
的
地
域
の
見
解
を
実
際
に
あ
て
は
め
て
見
ょ
う
と
し
て
執
筆
じ
た
の
で
あ
る
が
、
資

料
の
不
充
分
に
加
う
る
に
浅
学
非
才
ま
こ
と
に
見
ら
れ
る
如
き
貧
弱
な
も
の
と
な
っ
た
。
先
学
の
き
び
し
い
御
批
判
を
希
う
次
第
で
あ

る
。
な
お
資
料
は
、
日
一
来
部
落
中
井
徳
左
衛
門
・
辻
克
己
、
小
野
田
部
落
の
山
県
一
郎
各
氏
所
蔵
の
史
料
、
旧
亀
川
村
役
場
(
亀
川
出
張

所
)
農
協
・
且
来
区
々
長
山
本
喜
代
一
氏
所
蔵
の
各
種
資
料
を
は
じ
め
、
現
地
で
調
査
に
御
協
力
い
た
だ
い
た
多
く
の
人
々
の
聴
取
り
資

料
に
よ
っ
た
。
銘
記
し
て
謝
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。

歴
史
地
理
学
的
地
域
と
そ
の
変
貌

最
後
に
と
の
節
で
は
一
つ
の
生
活
体
と
し
て
の
集
落
の
場
の
変
貌
乃
至
変
質
の
一
類
型
を
分
析
す
る
上
に
筆
者
の
脳
裡
を
去
来
し
た
歴

史
地
理
学
的
地
域
と
変
貌
に
つ
い
て
筆
者
な
り
の
見
解
を
紙
の
数
の
許
す
範
囲
で
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。

産
業
革
命
以
後
の
短
い
近
代
の
歴
史
に
比
べ
れ
ば
、
わ
れ
わ
れ
人
類
は
は
る
か
に
長
い
農
業
時
代
の
歴
史
を
も
っ
て
い
る
。
農
業
時
代

の
わ
れ
わ
れ
の
地
理
的
生
活
は
、
農
業
と
い
う
基
本
的
生
産
形
態
に
よ
り
運
命
づ
け
ら
れ
た
自
然
集
落
と
、

そ
れ
を
と
り
ま
く
生
産
の
場

た
る
耕
地
に
よ
り
構
成
さ
れ
た
生
活
体
と
し
て
自
己
完
結
性
を
も
っ
た
地
域
空
間
の
中
で
行
わ
れ
て
来
た
。

つ
ま
り
、
農
業
時
代
の
地
域

区
間
は
か
よ
う
な
自
然
集
落
を
基
本
的
単
位
と
し
て
構
成
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
が
、

か
よ
う
な
自
然
集
落
の
場
で
自
然
条
件
の
優
越
下
に



成
立
し
て
い
た
先
史
農
業
集
落
か
ら
、
郷
庄
・
郡
・
地
方
・
領
国
と
い
う
よ
う
な
高
次
元
的
拡
大
性
を
も
っ
た
行
政
体
と
か
、
経
済
圏
と
か
い

う
地
方
圏
の
構
成
分
子
と
し
て
そ
の
内
部
に
場
を
占
め
た
近
世
封
建
農
村
集
落
に
い
た
る
間
に
幾
段
階
か
の
発
展
段
階
が
あ
る
。
こ
の
段

階
に
対
応
す
る
空
間
的
な
拡
が
り
は
大
小
の
差
こ
そ
あ
れ
、
自
然
集
落
を
基
礎
細
胞
と
し
た
発
展
で
、
究
極
の
と
こ
ろ
近
世
封
建
集
落
た

る
村
日
大
字
に
集
積
さ
れ
る
。
わ
れ
わ
れ
が
、
こ
こ
に
変
貌
乃
至
変
質
を
問
題
と
す
る
限
り
か
か
る
自
給
完
結
性
を
も
ち
、
先
史
・
古
代
・

実証的研究を通じて見た歴史地理学的地域とその変貌

中
世
の
歴
史
的
集
積
た
る
近
世
封
建
築
落
を
起
点
と
せ
ね
ば
な
ら
な
い
、
歴
史
地
理
学
が
先
史
・
古
代
・
中
世
の
集
落
景
観
の
復
原
を
問

題
と
す
る
の
は
、
か
よ
う
な
近
世
封
建
農
耕
集
落
に
集
積
さ
れ
た
過
去
の
諸
要
素
の
分
析
の
必
要
か
ら
で
あ
る
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

つ
ま
り
、
歴
史
地
理
学
的
地
域
と
し
て
第
一
義
的
対
象
と
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
か
よ
う
な
先
史
・
古
代
・
中
世
の
集
積
た
る
封
建
農

耕
集
落
、
を
分
子
と
し
て
構
成
さ
れ
た
地
域
で
あ
る
。
こ
れ
は
同
時
に
封
建
都
市
と
し
て
の
城
下
町
、
宿
場
町
に
も
通
ず
る
で
あ
ろ
う
。

で
は
、
か
よ
う
な
封
建
地
域
は
如
何
な
る
構
造
と
性
格
を
も
つ
も
の
で
あ
る
う
か
。
封
建
農
耕
段
階
の
地
域
で
は
、
郷
ま
た
は
庄
の
拡

が
り
を
第
一
次
地
域
と
し
、
さ
ら
に
地
方
圏
(
郡
で
あ
る
場
合
も
あ
り
、
ま
た
数
郡
に
わ
た
る
場
合
も
、
経
済
的
流
通
圏
と
か
政
治
的
領

域
と
か
で
あ
る
場
合
も
あ
る
)

と
い
う
第
二
次
的
地
域
に
拡
が
り
、
少
く
と
も
最
後
に
領
国
と
い
う
第
三
次
的
地
域
の
中
に
包
摂
さ
れ

る
。
か
よ
う
な
高
次
元
的
に
拡
大
性
を
も
っ
た
地
域
の
中
に
封
建
農
耕
集
落
が
場
を
占
め
る
わ
け
で
、
こ
れ
ら
の
地
域
は
自
然
的
な
農
耕

集
落
を
基
礎
的
単
位
と
し
た
共
同
体
的
地
域
で
あ
る
。
従
っ
て
地
域
の
性
格
構
造
な
ど
の
問
題
は
、
基
本
的
に
は
一
つ
一
つ
の
自
然
的
農

耕
集
落
た
る
村
日
大
字
の
問
題
に
集
約
さ
れ
る
。

つ
ま
り
、
地
域
像
は
集
落
像
と
し
て
自
然
村
に
投
影
さ
れ
る
。

処
で
、
理
論
的
に
は
封
鎖
的
な
共
同
体
的
性
格
を
も
つ
べ
き
封
建
築
落
は
、
実
際
的
に
は
日
本
の
近
世
封
建
農
村
の
実
態
に
見
ら
れ
る
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よ
う
に
か
な
り
強
い
異
質
的
な
流
通
要
素
が
内
包
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
先
進
後
進
の
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
異
質
的
な
非
封
鎖
的
な

要
素
が
や
が
て
地
域
の
変
質
を
促
す
要
素
と
な
る
。
歴
史
地
理
学
の
第
一
義
的
対
象
と
し
て
い
る
地
域
は
か
よ
う
な
実
態
を
も
っ
た



地
域
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
次
に
歴
史
地
理
学
が
単
な
る
過
去
の
あ
る
時
の
断
面
た
る
地
域
景
観
の
複
原
の
み
で
事
足
れ
り
と
す
る
の

98 

で
は
な
く
、
そ
れ
を
基
点
と
し
て
現
在
の
地
域
を
分
析
す
る
処
に
あ
る
こ
と
は
既
に
定
説
化
し
て
い
る
。
従
っ
て
復
原
と
同
時
に
変
質
乃

至
変
貌
過
程
の
分
析
と
そ
歴
史
地
理
学
の
他
の
重
要
部
面
で
あ
る
。
と
こ
に
変
質
乃
至
変
貌
と
い
う
の
は
、
既
述
の
如
き
農
耕
集
務
内
に

お
け
る
先
史
・
古
代
・
中
世
と
い
う
よ
う
な
発
展
で
は
な
く
、
農
耕
集
落
に
全
く
異
質
的
な
近
代
と
い
う
商
品
流
通
的
な
非
自
給
的
要
素

に
よ
っ
て
あ
ら
わ
れ
た
地
域
の
変
質
あ
る
い
は
変
貌
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
従
っ
て
、
そ
の
本
質
的
な
も
の
は
産
業
革
命
の
発
展
過
程
に

見
得
ら
れ
る

0
1勿
論
か
よ
う
な
変
貌
は
原
初
的
な
形
と
し
て
は
封
建
地
域
の
解
体
過
程
に
見
得
ら
れ
る
が
、
ー

処
で
、
か
よ
う
な
変
質
は
、
そ
の
地
域
の
封
建
的
構
成
要
素
の
量
的
減
少
と
近
代
的
要
素
の
増
大
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
が
、
元
来
と
の

二
つ
の
要
素
は
、
そ
れ
自
体
自
己
完
結
的
な
も
の
で
あ
る
か
ら
非
連
続
的
な
も
の
で
あ
る
。
歴
史
地
理
的
地
域
は
か
よ
う
な
異
質
的
要
素

に
よ
る
モ
ザ
イ
ッ
ク
的
構
造
を
も
っ
て
い
た
も
の
と
芳
え
ら
れ
る
。
そ
の
量
的
比
重
の
程
度
に
応
じ
先
進
・
中
進
・
後
進
な
ど
幾
段
階
か

の
地
域
性
が
あ
ら
わ
れ
る
。
そ
れ
は
勿
論
普
遍
的
な
発
展
系
列
の
段
階
で
は
あ
る
が
、
個
々
の
地
域
に
つ
い
て
は
各
々
個
々
の
尺
度
に
よ

り
設
定
さ
れ
る
の
が
真
の
態
で
あ
る
。




